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事 業 名 

 

 

アルコール依存症者の社会復帰施設とその利用者に対するアンケー

ト調査とインタビュー調査 

 

事 業 目 的 

 

アルコール依存症は多く生活問題を生み出すためそこからの社会復

帰には地域での生活支援が不可欠である。そこで、この調査によりま

ず①アルコール依存症者を受け入れている社会復帰施設の援助の内

容や施設側の考えと取り組み、就労支援に対する援助に実態を明らか

にして、今後の援助に提言を行なうためのデータを得る ②社会復帰

施設を利用しているアルコール依存症者の生活問題や、地域の関係機

関との関係。社会復帰に対する希望。就労に対する希望と必要な援助

にかんするデータを得る。③社会復帰施設に対するインタビュー調査

により、当事者のニーズに適切で必要な地域での社会復帰援助に関す

る課題や方法の提言を行なう。 

 

事 業 概 要 

アンケート調査は下記の 2つが行なわれた。 

①アルコール依存症者を受け入れている社会復帰施設に対するアン

ケート。 

②アルコール依存症者を受け入れている社会復帰施設を利用してい

るアルコール依存症者。 

平成 19 年１１月９日～11 月３０日にアンケート調査票を郵送し、①

は各施設 1部。職員が記入。②は社会復帰施設を利用するアルコール

依存症者 10 名に対して記入をしてもらうことを職員の協力に依頼し

た。各アンケート調査票は返送され、SPSS により解析。 

インタビュー調査：「アルコール依存症者を受け入れている社会復帰

施設の職員に対するインタビュー調査」 

アンケート調査票郵送時に各施設にインタビューへの協力を依頼。同

意する場合には同意書に記入してもらいアンケートと同封で返送。協

力に同意した10施設に対して平成20年 1月から 2月にインタビュー

を行なった。 



事業実施結果 

及び効果 

①の分析結果において回答施設では社会復帰施設がアルコール依存

症者の回復に果たす役割として「断酒の維持」「仲間作り」「安定した

生活の場」などの「断酒の維持」と「社会関係の提供」であることが

把握された。就労に関しても取り組むべきとしているが実際にはそれ

に特化した援助ではなく個別的関わりが多く。また、就労に繋がった

利用者が年間では 0人は多く、いても 1から 2名であるなど、施設の

場を離れて就労という社会復帰をすることが難しい現状となってい

た②では、施設利用のアルコール依存症者の生活では人生の早期から

問題飲酒や失職、家庭崩壊などさまざまな生活障害が長期にわたり累

積した状態であったが施設利用により断酒が維持され、仲間や職員と

の交流が保たれるなど孤立した社会関係からは抜け出している。しか

し就労に関しては、利用者の多くが望んでいながら不安や手段が得ら

れない、自信がないなど多くの不安を抱えていた。 

このように利用者は施設利用で生活の安定を望むものと、施設利用か

ら就労などにより社会復帰を果たそうとしている利用者に分かれる

ことが示唆されてた。現在の援助は「居場所定着」中心でありその点

に関しては社会復帰施設は機能しているが、施設からの社会復帰に対

しては適切な援助方法が定まらず、今後はこの方面の援助を構築する

ことが求めらた課題であることを提言とした。 
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